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第
三
章
を
削
る
。

第
三
十
八
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
を
削
り
、
第
四
十
四
条
を
第
三
十
八
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
準
用
）

第
三
十
九
条

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
五
条
の

三
（
第
三
号
及
び
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
二
項
中
「
応
急
復
旧
工
事
、
臨
時
の
電
気
通
信
回
線
の
設
置
、
電
力
の
供
給
そ
の

他
の
応
急
復
旧
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
応
急
復
旧
措
置
」
と
、
第
十
条
第
二
項
中「
自
家
用
発
電
機
及
び
蓄
電
池
」

と
あ
る
の
は
「
蓄
電
池
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
二
か
ら
第
四
十
七
条
の
二
ま
で
を
削
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
、

第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
並
び
に
前
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
及
び
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
七
条
及
び
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る

電
気
通
信
設
備
（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
気
通
信
設
備
に
限
る
。
以
下
「
基
礎
的
電
気
通
信
設
備
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
中
「
事
業
用
電
気
通
信

回
線
設
備
」
と
あ
る
の
は
、「
事
業
用
電
気
通
信
設
備
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
を
「
事
業
用
電
気
通
信
設
備

に
つ
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
第
四
章
第
二
節
中
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
基
礎
的
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
九
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
中
「
事
業
用
電
気
通
信
回
線
設
備
」
と
あ
る
の
は
、「
事
業
用
電
気
通
信
設

備
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
を
「
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
第
四
章
第
三
節

中
同
条
を
第
四
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
基
礎
的
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
中
「
事
業
用
電
気
通
信
回
線
設
備
」
と
あ
る
の
は
、「
事
業
用
電
気
通
信
設
備
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
を
「
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
第
四
章
第
四
節
中
同
条
を

第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
の
」
を
「
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
の
」
に
、「
基
礎
ト
ラ

ヒ
ツ
ク
」
を
「
基
礎
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
」
に
、「
各
号
に
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二

号
中
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
」
を
「
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
ア
ナ
ロ
グ
電

話
用
設
備
が
選
択
信
号
送
出
終
了
」
を
「
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
が
選
択
信
号
の
送
出
終
了
」
に
改
め
、
同

号
た
だ
し
書
中
「
事
業
用
電
気
通
信
回
線
設
備
」
を
「
事
業
用
電
気
通
信
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お

い
て
、「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
」
を
「
に
お
い
て
、
前
項
中
「
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
を
削
り
、
第
四
章
第
五
節
中
同
条
を
第
四
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
節

秘
密
の
保
持

第
四
十
九
条

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節

他
の
電
気
通
信
設
備
の
損
傷
又
は
機
能
の
障
害
の
防
止

第
五
十
条

第
十
九
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
四
節

他
の
電
気
通
信
設
備
と
の
責
任
の
分
界

第
五
十
一
条

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
節

音
声
伝
送
役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備

（
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
）

第
五
十
二
条

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
（
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。）及
び
第
三
十

五
条
の
二
の
三
の
規
定
は
、
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
緊
急
通
報
を
扱
う
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
三
十
五
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
災
害
時
優
先
通
信
の
優
先
的
取
扱
い
を
行
う
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設

備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）

第
四
十
五
条

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
及
び
第
三
十
五
条
の
二
の
三
の
規
定
は
、
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電

話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
緊
急
通
報
を
扱
う
二
線
式
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
三
十
五
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
災
害
時
優
先
通
信
の
優
先
的
取
扱
い
を
行
う
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

４

第
三
十
五
条
の
二
の
三
、
第
三
十
五
条
の
九
及
び
第
三
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
三
十
五
条
の
十
三
ま
で
の
規
定

は
、
電
気
通
信
番
号
規
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号
を
用
い
て
電
気
通
信
役
務
を
提
供

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

第
三
十
五
条
の
六
の
規
定
は
、
電
気
通
信
番
号
規
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号
を
用

い
て
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
に
お
け
る
緊
急
通
報
を
扱
う
事
業

用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
三
条
を
削
る
。

第
四
章
を
第
三
章
と
す
る
。

第
五
十
五
条
を
第
五
十
八
条
と
し
、
第
五
十
四
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

基
礎
的
電
気
通
信
役
務
以
外
の
電
気
通
信
役
務
の
う
ち
、
内
容
、
利
用
者
の
範
囲
等
か
ら
み
て
利

用
者
の
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す

る
電
気
通
信
設
備

第
一
節

電
気
通
信
設
備
の
損
壊
又
は
故
障
の
対
策

（
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
等
）

第
四
十
六
条

第
五
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
（
第
十
一
条
を
除
く
。）、
第
十
五
条
の
三
（
第
三
号
及
び
第
五
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
二
項
中
「
応
急
復
旧
工
事
、
臨
時
の
電
気
通
信
回
線
の
設
置
、
電
力
の
供
給
そ

の
他
の
応
急
復
旧
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
応
急
復
旧
措
置
」
と
、
第
十
条
第
二
項
中
「
自
家
用
発
電
機
及
び
蓄
電

池
」
と
あ
る
の
は
「
蓄
電
池
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
の
電
気
通
信
設
備
）

第
四
十
七
条

第
五
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
の
三
（
第
三

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
六
条
の
三
及
び
第
十
六
条
の
四
の
規
定
は
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
等
以
外
の

事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
四
十
八
条

第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
、
第
八
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
三

条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
利
用
者
の
建
築
物
又
は
こ
れ
に
類
す
る
と

こ
ろ
に
設
置
す
る
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
。

２

第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
二
項
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る

小
規
模
な
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
。

３

第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
携
帯
電
話
用
設
備
及

び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
設
備
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
。

４

前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
の
四
の
規
定
は
、
利
用
者
の
建
築
物

又
は
こ
れ
に
類
す
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
。
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